
 

 

 

 

 
当センター１Ｆ情報コーナーのご案内です 

情報コーナーでは、男女共同参画をはじめとして、子育て、介護、仕事、生き 

方、環境など、さまざまな分野の図書、DVD、行政資料等を取り揃えています。 

また、ESSE や日経 woman をはじめとした雑誌の閲覧も可能です。 

情報コーナーで所蔵している本のリストは、ホームページに掲載しています。 

 

LGBTQ で、僧侶で、メイク

アップアーティストであ

る著者が他人と違う自分

を受け入れ、好きになり、

ユニークな自分として

正々堂々と生きていく方

法を提案。自己肯定感を上

げて、他人とは違うユニー

クな自分に自信を持って

いこう! と、背中をおして

もらえる一冊です。 

おすすめ図書案内 

正々堂々 

私が好きな私で生きていいんだ 

新書版 性差の日本史 
 

著者：西村 宏堂／サンマーク出版 

監修：国立歴史民俗博物館 
／集英社インターナショナル 

 

その他の新着図書 

書名 著者 出版社 出版年月 

多様な社会はなぜ難しいか 日本の「ダイバー

シティ進化論」 
水無田 気流 日経ＢＰ 2021/4 

立ち直りへの道 DV 加害者カウンセリングの試

み 
松林 三樹夫 エイデル研究所 2019/8 

DV・性暴力被害者を支えるためのはじめての

SNS 相談 
遠藤 智子 他 明石書店 2021/3 

時代をきりひらいた日本の女たち 
小杉 みのり/著 

落合 恵子/監修 
岩崎書店 2021/8 

高齢者を身近な危険から守る本 
森 透匡、平松 類、 

三平 洵/監修 
池田書店 2021/8 

硝子の塔の殺人 知念 実希人 実業之日本社 2021/7 

透明な螺旋 東野 圭吾 文藝春秋 2021/9 

流浪の月 凪良 ゆう 東京創元社 2019/8 

 

DV はなおせる！ 

加害者・被害者は変われる 

著者：栗原 加代美／さくら舎 

「DV とは、力で相手を支配し

ようとする関係性のこと」 

著者は DV 加害者更生プログ

ラム」を実施し、本書では「な

おらない」といわれる DV を

「なおす」方法があることを

伝える。DV と気づいていなく

とも、家庭内で会話がない、 

夫婦関係がよくないと悩む人

にも改善のヒントが見つかる

一冊です。 

ガールズ・メディア・スタディーズ 

編著：田中 東子／北樹出版 

女の子たちはどのように

表象され、そして今、自ら

を表現しているのか?広

告、映画、音楽、メイド喫

茶、援助交際、ダンス、ファ

ッション、アート、zine、社会

運動のテーマから社会に

新たな視座を提示する。 

ミラーワールド 

著者：椰月 美智子／ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

「男がお茶を汲むという

古い考えはもうやめた

ほうがいい」 

女が外で稼いで、男は家

を守る。それが当たり前

となった男女反転世界。

三人の男たちが、それぞ

れ息苦しく理不尽を抱き

ながら、妻と子を支えよ

うと毎日奮闘していた― 

 

千 葉 県 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー の ご 案 内 

青い看板やのぼりが目印です 

千葉県男女共同参画センターのご案内 

〒260-0001 

千葉市中央区都町 2-1-12 

（千葉県都町合同庁舎 1 階） 

 

火曜日～金曜日 

9 時～21 時         

土曜日、日曜日、祝日  

9 時～17 時 

 

月曜日（祝日の場合は翌火曜日

が休館）、年末年始 

 

043-420-8411 

043-420-8581 

JR 千葉駅東口 京成バス 8 番乗場（都町中通り線） 

①千 05 千城台車庫行 ②千 06 御成台車庫行 ③(平日朝のみ)千 07 市営霊園行  

「千葉テレビ入口」下車、徒歩１分 

【アクセス】 

所 在 地 ： 

 

 

 

開 館 時 間 ： 

   

 

 

 

休 館 日 ：  

 

 

T E L ： 

F A X ： 

2020 年秋、国立歴史民俗博

物館で開催され、注目を集

めた「性差の日本史」展の

内容をダイジェスト。展示の

見所を解説した、読みやす

い新書にしました。 

※図録の取扱いもありま

す。（図録は貸出不可） 

県民の皆様が自分らしくいきいきと

活躍できる社会づくりを目指す、県の

男女共同参画推進拠点です。 

これからの男の子たちへ 
「男らしさ」から自由になるためのレッスン 

著者：太田 啓子／大月出版 

「男らしさ」の呪縛は何歳

から始まる？わが子をセ

クハラ加害者にしないた

めには？ 

性差別に怒りを燃やしつ

つ男子２人を育てる弁護

士ママが悩みながら考え

た、ジェンダー平等時代の

子育て論。 


